
事　業　概　要 要求額

歴史的自然景観創生事
業

市街地を取り巻く三方の山並みは京都の重要な景観要素であるが，里山としての利活用
がなされない状態が継続する中，林相の単純化，生物多様性の喪失，土砂災害の危険性，
病害虫の被害などの症状が進んでいる。このため，三方の山々について20年度及び21年度
に現況調査等を実施し，22年度にマネジメントの仕組みを明確にした基本構想を策定す
る。
＜成果目標＞
　歴史都市・京都にふさわしい歴史的自然景観の創生

5,000 □公民等役割分担の検討

■既存施策との整合性検討

□事業内容・実施手法の検討

□後年度財政負担の検討

【市営住宅建設等】
養正新2棟（仮称）基
本計画

改良住宅等改善事業施行中の養正地区における，新2棟の基本計画策定を行うものであ
る。22年度での工事着手，23年度の竣工を予定している。
＜成果目標＞

老朽化した市営住宅の建替えに合わせて，耐震対策，景観への配慮，バリアフリー化等
をもって，美しさと品格を備えた，すべての人が健やかに暮らせる安心安全と福祉のまち
づくりを目指す。

6,664 □公民等役割分担の検討

□既存施策との整合性検討

■事業内容・実施手法の検討

□後年度財政負担の検討

【市営住宅建設等】
壬生 上花田新棟基本
計画

改良住宅等改善事業の実施を計画する壬生地区における，上花田新棟の基本計画策定を
行うものである。22年度での工事着手，23年度の竣工を予定している。
＜成果目標＞

老朽化した市営住宅の建替えに合わせて，耐震対策，景観への配慮，バリアフリー化等
をもって，美しさと品格を備えた，すべての人が健やかに暮らせる安心安全と福祉のまち
づくりを目指す。

7,700 □公民等役割分担の検討

□既存施策との整合性検討

■事業内容・実施手法の検討

□後年度財政負担の検討

分譲マンション共用部
分バリアフリー改修支
援事業

バリアフリー改修を行うマンションに対し，共用部分の改修工事費用について住宅金融
支援機構から融資を受けた場合，その利子の一部を助成する。
（補助対象）
　(1)対象住宅
　　　区分所有の共同住宅のうち，賃貸用でないもの
　(2)対象工事

共用部分改修工事のうち，エレベーターの設置，段差解消，手すりの設置，ノンス
リップ化，通路の拡幅，引き戸への取替え及びそれらに関わるもの
（補助額及び補助期間）

補助対象工事について，住宅金融支援機構から管理組合が借り受けた融資残高の2％相
当額。ただし，1年間に100万円を上限とする。また，1管理組合については，補助期間を5
年間とする。
＜成果目標＞

バリアフリー化された優良な住宅ストックを確保し，すべての人が健やかに暮らせる安
心安全のまちづくりを推進する。

5,250

□公民等役割分担の検討

□既存施策との整合性検討

■事業内容・実施手法の検討

□後年度財政負担の検討

都　市　計　画　局　予　算　要　求　の　内　容

事　業　名

（単位：千円）

検 討 が 必 要 な 事 項

※この一覧表は，事業実施の意義は認められるものの，「検討が必要な事項」欄に記載した課題があるため，財政非常事態の下では，限られた財源
　を他の事業に振り向けざるを得ず，予算措置を見送った事業を掲載したものです。 - 49 -


